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で
あ
い 

ふ
れ
あ
い 

愛
南
フ
ェ
ス
タ
２
０
１
２

◆
人
権
啓
発
室
か
ら

２
期
目
の
町
政
が
ス
タ
ー
ト

清
水
町
長
初
登
庁

平
成
24
年

第
２
回　

町
議
会
臨
時
会

◆
議
会
事
務
局
か
ら

手話講習

　

城
辺
中
学
校
体
育
館
で
、人
権
と
福

祉
に
つ
い
て
考
え
る
総
合
的
イ
ベ
ン

ト
「
で
あ
い 

ふ
れ
あ
い 

愛
南
フ
ェ
ス

タ
２
０
１
２
」を
開
催
し
ま
し
た
。

　

開
会
セ
レ
モ
ニ
ー
で
は
、
「
南

宇
和
障
害
者
の
社
会
参
加
を
進
め

　

本
庁
議
場
で
、
平
成
24
年

第
２
回
議
会
臨
時
会
を
開
催

し
、
愛
南
町
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
配

送
車
輌
購
入
事
業
契
約
の
１
議
案
を

原
案
可
決
し
ま
し
た
。
ま
た
、
任
期

満
了
に
伴
う
愛
南
町
選
挙
管
理
委
員

に
楠
木
宇う

佐さ

美み

さ
ん（
御
荘
平
城
）、

河
島
益ま

す

水み

さ
ん（
城
辺
甲
）、
遠
近
正ま

さ

人と

さ
ん
（
広
見
）
、
山
岡
島し

ま

子こ

さ
ん

（
船
越
）が
、
ま
た
、
同
委
員
補
充
員

に
尾
田
正ま

さ

幸ゆ
き

さ
ん
（
緑
丙
）
、
尾
﨑

健
た
け
し

さ
ん（
御
荘
平
城
）、
樫
元
都つ

喜き

美み

さ
ん（
柏
）、
猪
野
髙た

か

克か
つ

さ
ん（
福
浦
）
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10
月
16
日
告
示
の
愛
南

町
長
選
挙
で
無
投
票
再
選

さ
れ
た
清
水
町
長
が
、
２

期
目
の
任
期
初
日
と
な
る

31
日
、
役
場
本
庁
に
初
登

庁
し
ま
し
た
。

　

登
庁
後
ま
も
な
く
、
清

水
町
長
は
、
課
長
補
佐
級

以
上
の
職
員
約
70
名
に
対

し
、
「
防
災
を
は
じ
め
医

療
や
福
祉
、
そ
し
て
一
次

産
業
の
活
性
化
や
観
光
面

な
ど
に
お
い
て
、

い
ろ
い
ろ
な
問
題

を
抱
え
て
い
ま
す

が
、
ス
ピ
ー
ド
感

を
持
っ
て
取
り
組

ん
で
い
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
考

え
て
い
ま
す
」
と

就
任
の
あ
い
さ
つ

を
行
い
ま
し
た
。

の
８
名
が
本
議
会
で
選
出
さ
れ
ま
し

た
。

　

議
会
の
冒
頭
で
は
、
２
期
目
の
最

初
の
議
会
に
臨
む
清
水
町
長
が
、

『
安
心
安
全
な
町
づ
く
り
』
、
『
子

育
て
支
援
と
老
人
福
祉
の
充
実
』
、

『
地
域
の
活
性
化
の
推
進
』
の
３
点

を
基
本
と
し
た
施
策
方
針
を
述
べ
、

「
こ
れ
ら
３
点
の
政
策
を
中
心
と
し

た
『
愛え

顔が
お

あ
ふ
れ
る
町
づ
く
り
』
を

モ
ッ
ト
ー
に
将
来
へ
の
希
望
が
持
て

る
町
づ
く
り
に
邁
進
し
ま
す
」
と
所

信
を
表
明
し
ま
し
た
。

※
詳
し
く
は
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。
な
お
、
公
開
に
は

２
か
月
程
度
か
か
り
ま
す
の
で
ご
了

承
く
だ
さ
い
。

る
会
」
か
ら
、
「
公
益
社
団
法
人 

認

知
症
の
人
と
家
族
の
会
愛
媛
県
支
部

南
宇
和
地
区
」
と
「
御
荘
中
学
校
」

に
、
多
年
に
わ
た
り
障
害
者
の
社
会

参
加
促
進
と
地
域
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
に
尽
力
し
た
と
し
て
感
謝
状
が

贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

会
場
で
は
、
各
種
福
祉
団
体
に
よ

り
手
話
講
習
、
妊
婦
体
験
や
高
齢
者

体
験
な
ど
、
参
加
者
に
福
祉
に
つ

高齢者体験
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い
て
考
え
る
機
会
が
提
供

さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
バ

ザ
ー
や
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ

ト
の
ほ
か
、
城
辺
中
学
校

吹
奏
楽
部
や
城
辺
小
学
校

ト
ラ
ン
ペ
ッ
ト
鼓
隊
の
演

奏
な
ど
も
行
わ
れ
、
出
合

い
と
ふ
れ
あ
い
の
充
実
し

た
１
日
と
な
り
ま
し
た
。

 10/
    31
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臨
時
職
員
募
集
の
お
知
ら
せ

◆
国
保
一
本
松
病
院
か
ら

輝
け
る
南
予
を
未
来
へ

い
や
し
博
２
０
１
２
閉
幕

◆
商
工
観
光
課
か
ら

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
の
ご
案
内

◆
町
民
課
か
ら

　

国
保
一
本
松
病
院
で
は
、
臨
時
職

員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
詳
し
く

は
、
国
保
一
本
松
病
院
ま
で
問
合
せ

く
だ
さ
い
。

職
種　

看
護
助
手（
資
格
、
経
験
、

性
別
等
は
問
い
ま
せ
ん
。）

応
募
期
日　

12
月
17
日（
月
）

問
合
せ　

国
保
一
本
松
病
院

（
℡
８
４
―

２
２
５
５
）

　

「
え
ひ
め
南
予
い
や
し
博
２
０
１
２
」

閉
幕
記
念
イ
ベ
ン
ト
「
観
光
ま
ち
づ

く
り
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
が
、
御
荘
文

化
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
ト
ー
ク
で
は
、
宇

和
島
圏
域
観
光
振
興
イ
ベ
ン
ト
実
行

委
員
長
で
あ
る
中
村
時と

き

広ひ
ろ

県
知
事
が

「
い
や
し
博
で
は
、た
く
さ
ん
の
人
た

ち
に
南
予
の
す
ば
ら
し
さ
を
体
験
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、こ
れ
を
一
過

性
の
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
終
わ
ら
せ
て

は
い
け
ま
せ
ん
。
次
に
つ
な
げ
て
こ

そ
価
値
が
あ
り
ま
す
。南
予
の
新
た
な

る
時
代
の
幕
開
け
と
し
ま
し
ょ
う
」

と
力
強
く
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

　

続
い
て
行
わ
れ
た
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
で
は
、
タ
レ
ン
ト
の
清
水
国く

に

明あ
き

さ
ん
を
交
え
、
い
や
し
博
に
携

わ
っ
た
活
動
団
体
に
よ
り
自
主
企
画

イ
ベ
ン
ト
の
内
容
や
成
果
に
つ
い
て

の
報
告
が
行
わ
れ
、
本
町
か
ら
は
、

グ
リ
ー
ン
エ
ン
タ
ー
プ
ラ
イ
ズ
の
大

島
健た

け

運か
ず

さ
ん（
中
浦
）と
角
田
善よ

し

彦ひ
こ

さ

ん（
内
泊
）が
登
壇
し
「
シ
ー
ウ
ォ
ー

カ
ー
」
に
つ
い
て
発
表
し
ま
し
た
。

ま
た
、
観
光
ま
ち
づ
く
り
専
門
家
や

自
主
企
画
イ
ベ
ン
ト
の
担
い
手
な
ど

に
よ
る
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

で
は
、
本
町
の
兵
頭
朝あ

さ

美み

さ
ん
（
蓮

乗
寺 

愛
南
町
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連
絡
協

議
会
事
務
局
長
）ほ
か
５
名
が
「
『
ま

ち
づ
く
り
』
か
ら
『
産
業
』
へ
」
を

テ
ー
マ
に
、
意
見
交
換
を

行
い
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
中
村
知
事

と
関
係
１
市
３
町
の
首

長
に
よ
り
未
来
へ
向
け

た
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
送
ら

れ
、
１
９
７
日
間
に
及

ん
だ
「
え
ひ
め
南
予
い

や
し
博
２
０
１
２
」
が

幕
を
下
ろ
し
ま
し
た
。
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ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
の
案
内
通

知
が
、
１
月
上
旬
か
ら
中
旬
に
か
け

て
、
国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い

る
対
象
者
に
届
き
ま
す
。
こ
の
お
知

ら
せ
は
、
お
薬
代
の
負
担
を
軽
く
す

る
こ
と
や
選
択
肢
を
増
や
す
た
め
に

発
送
し
て
い
る
も
の
で
、
必
ず
し
も

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
に
切
り
替
え

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
の

ご
利
用
を
お
考
え
の
方
は
、
診
察
す

る
医
師
や
か
か
り
つ
け
医
又
は
薬
局

の
薬
剤
師
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

 

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品

　
　
　

（
後
発
医
薬
品
）
と
は

　

先
発
医
薬
品
の
特
許
が
切
れ
た

後
、
他
メ
ー
カ
ー
が
製
造
し
た
お
薬

で
、
次
の
よ
う
な
特
徴
が
あ
り
ま
す
。

◆
価
格
が
安
い

　

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
は
、
開
発

経
費
も
少
な
く
、
開
発
期
間
も
短
い

た
め
先
発
医
薬
品
よ
り
低
価
格
で
購

入
で
き
ま
す
。

◆
効
き
目
は
同
等  

　

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
は
、
先
発

医
薬
品
と
同
じ
有
効
成
分
を
使
用
し

て
い
る
た
め
効
き
目
や
安
全
性
は
先

発
医
薬
品
と
同
等
で
す
。

問
合
せ　

無
料
相
談
窓
口

（
℡
０
１
２
０
―

９
６
１
―

８
６
３
） 

　

町
民
課（
℡
７
２
―

７
３
０
０
）
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愛
媛
農
林
水
産
賞
受
賞

〜
農
水
産
物
の
魅
力
を

　
　
　
　
　

伝
え
ま
す
〜

◆
水
産
課
水
産
振
興
室
、農
業
支
援
セ
ン
タ
ー
か
ら

人
権
擁
護
委
員
法
務
大
臣
表
彰

◆
町
民
課
か
ら

健
康
づ
く
り
地
区
組
織

交
流
会
を
実
施
し
ま
し
た

◆
保
健
福
祉
課
か
ら

　

愛
媛
の
農
林
水
産
業
発
展
に
貢
献

し
た
個
人
や
団
体
に
贈
ら
れ
る
「
第

21
回
愛
媛
農
林
水
産
賞
」
の
贈
呈
式

が
松
山
市
の
愛
媛
新
聞
社
で
行
わ

れ
、
「
愛
南
町
ぎ
ょ
し
ょ
く
普
及
推

進
協
議
会（
竹
田
英ひ

で

則の
り

会
長
）」
が
優

秀
賞
を
、
「
愛
南
地
区
青
年
農
業
者

協
議
会（
稲
田
塁る

い

会
長
）」
が
新
人
賞

を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

「
愛
南
町
ぎ
ょ
し
ょ
く
普
及
推
進

　

法
務
大
臣
か
ら
委
嘱
さ
れ
、
永
年

に
わ
た
り
人
権
擁
護
委
員
を
務
め
ら

れ
て
い
る
時
岡
ト
ヨ
ミ
さ
ん（
御
荘

菊
川
）が
法
務
大
臣
表
彰
を
受
章
さ

れ
ま
し
た
。
時
岡
さ
ん
は
、
人
権
相

談
は
も
と
よ
り
、
町
内
外
の
学
校
や

高
齢
者
施
設
の
訪
問
な
ど
人
権
啓
発

活
動
を
精
力
的
に
行
い
、
地
域
に
お

け
る
人
権
思
想
の
普
及
高
揚
に
努
め

ら
れ
て
い
ま
す
。
時
岡
さ
ん
の
受
賞

に
、
心
よ
り
敬
意
を
表
し
ま
す
と
と

も
に
、
晴
れ
の
受
章
を
お
喜
び
申
し

上
げ
ま
す
。

協
議
会
」
は
、
魚
の
模
型
を
用
い
た

釣
り
体
験
や
、
本
物
の
魚
を
教
室
に

持
ち
込
み
、
子
ど
も
た
ち
が
魚
に
触

れ
る
機
会
を
提
供
す
る
な
ど
の
体
験

型
授
業
を
年
間
１
０
０
回
以
上
行

い
、
子
ど
も
た
ち
に
水
産
業
全
体
へ

の
理
解
を
深
め
て
も
ら
う
た
め
の
活

動
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
ま
た
、

愛
南
町
の
若
手
農
業
者
26
人
で
組
織

さ
れ
る
「
愛
南
地
区
青
年
農
業
者
協

議
会
」
は
、
会
員
が
抽
出
し
た
そ
れ

ぞ
れ
の
課
題
を
、
園
地
で
の
試
験
栽

培
を
通
じ
て
原
因
や
対
策
を
検
証
す

る
な
ど
、
定
期
的
に
行
わ
れ
る
勉
強

会
で
生
産
技
術
を
高
め
る
こ
と
に
努

竹田会長（前列右から2人目）と
稲田会長（前列右端）

 10/
     2

　

愛
南
町
に
は
「
健
康
推
進
員
」、「
子

育
て
推
進
員
」
、「
食
生
活
改
善
推
進

協
議
会
」
の
３
つ
の
健
康
づ
く
り
地

区
組
織
が
あ
り
ま
す
。
先
日
、
御
荘

文
化
セ
ン
タ
ー
で
地
区
組
織
の
メ
ン

バ
ー
の
交
流
会
を
行
い
ま
し
た
。
そ

れ
ぞ
れ
の
組
織
の
役
割
や
活
動
に
つ

い
て
確
認
し
た
後
、
地
域
ご
と
に
分

か
れ
『
３
つ
の
組
織
の
メ
ン
バ
ー
で

協
力
し
て
や
っ
て
み
た
い
こ
と
』
に

つ
い
て
話
し
合
い
、「
自
分
た
ち
が
学

習
し
た
体
操
や
料
理
な
ど
を
地
域
の

人
に
も
発
信
し
て
い
こ
う
」
、「
地
域

の
中
で
横
の
つ
な
が
り
を
持
っ
て
活

動
が
で
き
た
ら
い
い
」
な
ど
の
意
見

が
で
ま
し
た
。

　

各
地
域
で
は
、
３
つ
の
組
織
の
交

流
会
や
連
絡
会
な
ど
を
行
っ
て
メ
ン

バ
ー
間
の
交
流
を
図
っ
た
り
、
通
信

誌
な
ど
で
健
康
に
関
す
る
情
報
を
発

信
し
た
り
し
て
い
き
ま
す
。

　

今
後
の

地
域
の
健

康
づ
く
り

地
区
組
織

メ
ン
バ
ー

の
活
動
に

ご
期
待
く

だ
さ
い
。

め
、
「
い
い
ミ
カ
ン
を
作
る
」
こ
と

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

今
回
受
賞
さ
れ
た
２
団
体
の
今
後
ま

す
ま
す
の
ご
活
躍
が
期
待
さ
れ
ま
す
。
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委員を公募します
◆総務課から

税
金
の
大
切
さ
を
考
え
ま
し
た

「
税
の
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
」

表
彰
式

◆
税
務
課
か
ら

工
業
統
計
調
査
に

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

◆
企
画
財
政
課
か
ら

委員の名称 行政改革推進委員会委員
職務の
内　容

町長の諮問に応じて、愛南町の行
政改革の推進に関する事項の審議

報酬等
の条件

日額 7,000円（交通費支給あり）

公募委員数 ２名
任　期 委嘱の日～平成26年3月31日

応募資格
町内在住又は町内の事業所に勤
務している20歳以上で愛南町の
行政改革に関心のある方

募集期間 12月3日～平成25年1月10日
問合せ
（担当課）

総務課（℡７２－１２１１）

委員の名称 水道事業運営審議会委員
職務の
内　容

水道事業の円滑な運営について審
議

報酬等
の条件

日額 7,000円（交通費支給あり）

公募委員数 ６名（委員定数８人）
任　期 平成25年4月1日～平成27年3月31日

応募資格
町内在住の20歳以上で水道事業の
運営に関心のある方

募集期間 12月1日～平成25年1月31日
問合せ
（担当課）

水道課（℡７２－０８３５）

　

御
荘
文
化
セ
ン
タ
ー
で
、

「
税
の
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
」

表
彰
式
を
行
い
ま
し
た
。
「
税
の

キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
」
は
、
町
民
の

皆
様
の
納
税
意
識
を
高
め
る
こ
と
を

目
的
に
町
内
５
中
学
校
の
３
年
生
を

対
象
に
募
集
し
、
集
ま
っ
た
１
８
８

点
の
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
の
中
か
ら

最
優
秀
賞
の
ほ
か
優
秀
賞
、
特
別
賞

を
選
び
ま
し
た
。
選
ば
れ
た
キ
ャ
ッ

チ
フ
レ
ー
ズ
は
、
税
の
徴
収
率
が
県

内
最
低（
平
成
23
年
度
87
・
７
％
）の

愛
南
町
で
、
徴
収
率
ア
ッ
プ
を
め
ざ

し
て
今
後
活
用
す
る
予
定
で
す
。

【
受
賞
者
と
受
賞
作
品
は
次
の
と
お
り
】

最
優
秀
作
品
賞

「
税
金
の
大
切
さ
」
知
っ
て
、
納
め
て
、

感
謝
し
て山

本　

啓け
い

介す
け

（
篠
山
中
３
年
）

　

経
済
産
業
省
で
は
、製
造
業
を
営
む

事
業
所
の
１
年
間
の
生
産
活
動
の
実

態
を
調
べ
る
た
め
、12
月
31
日
に
工
業

統
計
調
査
を
実
施
し
ま
す
。愛
南
町
で

は
、約
90
の
事
業
所
が
調
査
対
象
と
な

り
ま
す
。調
査
対
象
と
な
っ
た
事
業
所

に
は
、12
月
下
旬
か
ら
来
年
１
月
上
旬

に
か
け
て
、統
計
調
査
員
が
伺
い
ま
す

の
で
、ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
合
せ

　

企
画
財
政
課（
℡
７
２
―

７
３
１
７
）

優
秀
作
品
賞

納
め
て
築
こ
う  

明
る
い
未
来

赤
松　

　

秦じ
ん

（
城
辺
中
３
年
）

未
来
を
変
え
る  

消
費
税

清
家　

幹み
き

大ひ
ろ

（
御
荘
中
３
年
）

税
で
広
が
る  

私
た
ち
の
生
活  

町

の
未
来

兵
頭　

　

輝
ひ
か
り

（
内
海
中
３
年
）

国
の
た
め  

あ
な
た
の
た
め
に  

税

は
あ
る

宮
本　

真ま

衣い

（
一
本
松
中
３
年
）

特
別
賞

納
税
し  

み
ん
な
で
築
く  

安
心
社
会

山
本　

　

海か
い

（
城
辺
中
３
年
）

税
金
を  

納
め
て
つ
く
る  

明
る
い

未
来

竹
村　

俊と
し

輝き

（
御
荘
中
３
年
）

み
ん
な
の
税
金  

み
ん
な
の
た
め
に

好
岡　

　

駿
し
ゅ
ん

（
内
海
中
３
年
）

問
合
せ　

　

税
務
課（
℡
７
２
―

７
３
０
１
）

山本啓介くん

前列左から宮本さん、山
本（啓）くん、兵頭さん
後列左から 好岡くん、竹
村くん、清家くん、赤松く
ん、山本（海）くん

　愛南町では、「行政改革推進委員会委

員」、「水道事業運営審議会」の委員を公募

します。申込方法等詳しくは、担当課まで

問合せください。なお、他の委員会等の委

員を3以上兼務している方は応募できませ

んので、ご注意ください。

 10/
    31
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贈
与
税
の
申
告
は

ｅ
―

Ｔ
ａ
ｘ
で

◆
税
務
課
か
ら

防
災
フ
ォ
ー
ラ
ム
を

開
催
し
ま
す

◆
防
災
対
策
課
か
ら

12
月
21
日
は「
え
ひ
め
防
災

の
日
」、12
月
17
日
〜
23
日
は

「
え
ひ
め
防
災
週
間
」
で
す

◆
防
災
対
策
課
か
ら

　

国
税
局
・
税
務
署
で
は
、
納
税
者

の
利
便
性
の
向
上
と
事
務
の
効
率
化

を
図
る
観
点
か
ら
、平
成
24
年
分
か
ら

贈
与
税
の
申
告
に
ｅ
―

Ｔ
ａ
ｘ
を
導
入

す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。
こ
の
こ

と
で
、贈
与
税
の
申
告
書
や
各
種
届
出

書
等
を
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の「
確

定
申
告
書
等
作
成
コ
ー
ナ
ー
」で
作
成

し
、
ｅ
―

Ｔ
ａ
ｘ
で
送
信（
申
告
）す
る
こ

と
が
可
能
と
な
り
ま
す
。

　

ｅ
―

Ｔ
ａ
ｘ
で
は
、
パ
ソ
コ
ン
の
画

面
の
案
内
に
従
っ
て
金
額
等
を
入
力

す
る
こ
と
に
よ
り
税
額
等
が
自
動
計

算
さ
れ
、
申
告
書
等
が
作
成
で
き
ま

す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

※
平
成
24
年
分
確
定
申
告
書
等
作
成

コ
ー
ナ
ー
は
、
平
成
25
年
１
月
上
旬

に
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
公
開
予

定
で
す
。
な
お
、
ご
利
用
に
当
た
っ

て
は
、
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
等
の

取
得
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

問
合
せ　

宇
和
島
税
務
署

（
℡
０
８
９
５
―

２
２
―

４
５
１
１
）

　

税
務
課（
℡
７
２
―

７
３
０
１
）

　

「
忘
却
へ
の
抗

あ
ら
が

い 

―
『
未
来
』
と

の
連
帯
―
」
を
テ
ー
マ
に
、
防
災

フ
ォ
ー
ラ
ム
を
開
催
し
ま
す
。
「
災

害
に
強
い
町
づ
く
り
」
の
実
現
を
め

ざ
し
、
多
く
の
方
の
ご
来
場
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。

日
時　

12
月
15
日(

土) 

　
　
　

13
時
30
分
〜
15
時
30
分

　

12
月
21
日
は
、
昭
和
南
海
地
震

（
昭
和
21
年
）が
発
生
し
た
日
で
す
。

　

こ
の
日
は
、
愛
媛
県
防
災
対
策
基

本
条
例
に
基
き
「
え
ひ
め
防
災
の

日
」
と
定
め
ら
れ
、
県
市
町
・
消

防
・
自
主
防
災
組
織
な
ど
が
総
ぐ
る

み
で
、
防
災
意
識
の
啓
発
や
防
災
訓

練
な
ど
に
取
り
組
む
こ
と
と
さ
れ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
12
月
17
日（
月
）〜

23
日（
日
・
祝
）は
「
え
ひ
め
防
災
週

間
」
で
す
。

　

今
後
発
生
が
心
配
さ
れ
て
い
る
南

海
地
震
な
ど
の
大
規
模
災
害
が
起
き

た
と
き
、
県
市
町
・
消
防
な
ど
の
関

係
機
関
は
救
援
・
救
助
活
動
に
全
力

を
尽
く
し
ま
す
が（
公
助
）、
ま
ず
は

皆
さ
ん
自
身
で
自
分
の
身
を
守
る

こ
と
が
不
可
欠
で
す（
自
助
）。
し
か

し
、
個
人
や
家
族
の
力
だ
け
で
は
ど

う
に
も
な
ら
な
い
状
況
も
あ
り
ま
す

の
で
、
隣
近
所
や
自
主
防
災
組
織
で

助
け
合
う
こ
と
が
大
切
に
な
っ
て
き

ま
す（
共
助
）。

防
災
週
間
に
は
次
の
こ
と
を
行
い
ま

し
ょ
う

○
家
族
や
ご
近
所
同
士
で
誘
い
合
っ

て
防
災
訓
練
な
ど
に
参
加
し
ま
し
ょ

う○
非
常
時
持
出
袋
の
準
備
・
確
認
を

し
ま
し
ょ
う

○
避
難
所
や
避
難
路
の
確
認
、
緊
急

時
の
連
絡
先
な
ど
家
族
で
話
し
合
い

ま
し
ょ
う

○
家
具
な
ど
の
転
倒
防
止
や
家
屋
の

耐
震
化
を
し
ま
し
ょ
う

問
合
せ

　

消
防
本
部
防
災
対
策
課

（
℡
７
２
―

０
１
３
１
）

場
所　

御
荘
文
化
セ
ン
タ
ー

内
容

①
講
演

「
３
・
11
東
日
本
大
震
災
か
ら
２
年

目
を
迎
え 

―
宮
古
市
で
の
防
災
教

育
の
変
化
―
」

講
師　

岩
手
県
宮
古
市
立
鍬
ヶ
崎
小

学
校
長　

古
玉
忠た

だ

昭あ
き

氏

②
岩
手
県
宮
古
市
視
察
研
修
事
業
成

果
報
告
会

　

﹇
東
日
本
大
震
災
の
津
波
に
巻
き

込
ま
れ
た
学
校
と
地
域
の
体
験
―
愛

南
町
教
職
員
に
よ
る
エ
ス
ノ
グ
ラ

フ
ィ
ー
調
査
―
﹈

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー　

愛
媛
大
学
防
災
情
報
研
究
セ
ン
タ
ー

　

森
伸し

ん

一い
ち

郎ろ
う

准
教
授

※
愛
媛
県
聴
覚
障
害
者
協
会
に
よ
る

手
話
通
訳
が
あ
り
ま
す
。

問
合
せ

　

消
防
本
部
防
災
対
策
課

（
℡
７
２
―

０
１
３
１
）
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「
宝
く
じ
助
成
事
業
」で

太
鼓
台
を
整
備
し
ま
し
た

◆
総
務
課
か
ら

１２月保健事業のお知らせ

◆
あ
い
な
ん
小
児
医
療
を
守
る
会
か
ら

こ
ん
な
こ
と
し
て
い
ま
す

　

㈶
自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
の
「
平
成

24
年
度
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
」

の
補
助
を
受
け
、
上
町
地
区（
御
荘

平
城
）の
秋
祭
り
で
使
用
す
る
太
鼓

台
が
新
調
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
事
業
は
、
『
宝
く
じ
の
普
及

広
報
事
業
』
と
し
て
自
治
総
合
セ
ン

タ
ー
が
受
け
入
れ
た
宝
く
じ
収
益
金

を
財
源
と
し
て
、
住
民
が
自
主
的
に

行
う
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
の
促
進
を

図
り
、
地
域
の
連
帯
感
に
基
づ
く
自

治
意
識
を
盛
り
上
げ
る
こ
と
を
め
ざ

す
も
の
で
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
に

直
接
必
要
な
施
設
又
は
設
備
の
整
備

を
行
っ
て
い
ま
す
。

乳幼児健康診査

内　容 月　日 曜日 場　所 対象年齢

3歳児健診 12月18日 火 城辺保健福祉センター H２１年９月１日～１０月３１日生まれ

育児相談

内　容 月　日 曜日 場　所 受付時間

みるく広場

12
月

  7日 金 一本松保健センター 9：30～11：00

げんきっ子 12日 水 内海保健センター 9：30～11：30

みなみっ子 17日 月 御荘夢創造館 9：30～11：30

すくすく相談 19日 水 城辺保健福祉センター 9：30～11：00

うみのこ広場 20日 木
西海支所2階
親子ふれあい交流室

9：30～11：30

その他

内　容 月　日 曜日 場　所 時　間

病態栄養相談 12月19日 水 城辺保健福祉センター
13：30～15：30
※要事前申込み

　

先
日
、
城
辺
小
学
校
で
南
高

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
が
あ
り
、
守
る
会

も
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連
絡
会
の
一
員

と
し
て
参
加
し
ま
し
た
。
様
々
な

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
と
一
緒
に
、

南
高
生
や
園
児
、
児
童
と
触
れ
合

う
事
が
で
き
て
楽
し
か
っ
た
で
す
。

　

参
加
者
全
員
で
手
作
り
お
も

ち
ゃ
の
作
製
を
楽
し
ん
だ
後
、
南

高
生
を
対
象
に
、
守
る
会
の
紹
介

や
活
動
報
告
を
行
い
ま
し
た
。
み

ん
な
真
剣
!?
に
聞
い
て
く
れ
て
、

う
れ
し
か
っ
た
で
す
。
中
に
は
、

こ
の
愛
南
の
子
ど
も
た
ち
の
た
め

に
医
者
に
な
っ
て
戻
っ
て
く
る
と

い
う
生
徒
さ
ん
ま
で
い
ま
し
た
。

　

守
る
会
と
し
て
本
当
に
励
み
に

な
り
、
若
い
方
々
の
パ
ワ
ー
を
も

ら
っ
た
気
が
し
ま
す
。

　

10
月
24
日
に
は
、
プ
ラ
ザ
じ
ょ

う
へ
ん
で
、
南
予
の
新
任
期
保
健

師
研
修
会
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
こ

で
も
守
る
会
が
発
足
し
た
経
緯
や

活
動
内
容
を
紹
介
し
ま
し
た
。
皆

さ
ん
に
情
報
発
信
す
る
機
会
も
増

え
、
子
ど
も
の
急
な
熱
や
ケ
ガ
な

ど
の
対
処
法
な
ど
勉
強
会
を
通
じ

て
、
子
育
て
の
お
役
に
立
て
れ
ば

い
い
な
あ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

近
々
、勉
強
会
開
催
に
つ
い
て
お
知

ら
せ
し
ま
す
の
で
、
乞
う
ご
期
待
！

問
合
せ　

あ
い
な
ん
小
児
医
療
を

守
る
会（
℡
７
３
―

２
２
８
８
）

　

ainan.m
am

o
ru@

gm
ail.co

m
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作り方
①鶏肉は一口大に切る。    

②カブは茎を2㎝ほど残して切り、き

れいに洗って皮をむき縦2つに切る。

（カブの大きさによって縦4つに切る。）

③人参は厚さ3㎜の半月切りにし、ブ

ロッコリーは小房に分ける。  

④鍋にサラダ油を入れ、鶏肉、カブ、

人参を軽く炒めて塩・こしょう、酒を

加える。

⑤一旦火を止めてからＢを加え、再度

火を点けて弱火で炒める。粉っぽさが

なくなったらＡ（牛乳は何回かに分け

て）を加え、溶き混ぜながら中火で約

15分煮る。

⑥ブロッコリーはたっぷりの熱湯でゆ

で、水気をしっかり切る。    

⑦カブが柔らかくなったら、塩・こ

しょうで味を調える。最後にブロッコ

リーを鍋に入れる。器に盛り、きざみ

パセリをふる。

愛
な
ん
料
理
レ
シ
ピ
⑱

◆
水
産
課
水
産
振
興
室
か
ら

主菜：鶏肉とカブの牛乳煮

「
１
日
野
菜
３
５
０
ｇ
」を
食
べ
よ
う

　

愛
媛
県
県
民
健
康
調
査（
平
成
22

年
度
調
査
）に
よ
る
と
愛
媛
県
民
の

「
緑
黄
色
野
菜
」
及
び
「
緑
黄
色
野

菜
以
外
の
野
菜
」
の
摂
取
量
は
１
日

平
均
２
７
３
ｇ
で
、
摂
取
量
の
目
安

と
な
る
３
５
０
ｇ
に
は
達
し
て
い
な

い
と
い
う
結
果
が
出
て
い
ま
す
。

　

摂
取
量
を
年
代
別
に
み
る
と
、
男

女
と
も
60
歳
代
が
最
も
多
く
野
菜

を
摂
取
し
て
お
り
、
男
性
が
３
３
１

ｇ
、
女
性
は
３
４
２
ｇ
の
野
菜
を
食

べ
て
い
ま
す
。
摂
取
量
が
少
な
い
の

は
15
歳
か
ら
19
歳
、
30
歳
代
の
女
性

で
、
１
日
１
９
５
ｇ
と
、
目
安
と
な

る
３
５
０
ｇ
の
半
分
程
度
し
か
摂
取

し
て
い
な
い
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

野
菜
に
は
、
ビ
タ
ミ
ン
、
ミ
ネ
ラ

ル
や
食
物
繊
維
な
ど
『
体
の
調
子
を

整
え
る
』
大
切
な
栄
養
素
が
多
く

含
ま
れ
て
い
ま
す
。
野
菜
に
含
ま
れ

愛
な
ん
食
育
推
進

第
31
回

〈
毎
月
19
日
は
食
育
の
日
〉

学
校
給
食

：

愛
南
○
○
カ
レ
ー

　

12
月
は
、
19
日
に
「
愛
南
ハ
ー
ト
オ

ニ
オ
ン
カ
レ
ー
」を
予
定
し
て
い
ま
す
。

材料（４人分）
鶏もも肉　　　　350ｇ 
小ぶりのカブ　　8個 
人参　　　　　　1/2本 
ブロッコリー　　1/3房  
サラダ油　　　　大さじ2  
酒　　　　　　　大さじ2  
Ａ  
　コンソメの素　1～2個  
　水　　　　　　2カップ 
　牛乳　　　　　2カップ 
Ｂ
　バター　　　　大さじ 2  
　小麦粉　　　　大さじ 2  
　パセリ　　　　少々  
　塩・こしょう　適宜

る
カ
リ
ウ
ム
は
、
摂
り
過
ぎ
た
塩
分

を
体
外
に
排
泄
し
、
血
圧
を
下
げ
る

効
果
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
食
物
繊

維
に
は
食
後
の
血
糖
値
の
上
昇
を
抑

え
る
働
き
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
他
に

も
野
菜
に
は
糖
尿
病
の
予
防
や
が
ん

予
防
、
肥
満
を
防
ぐ
働
き
が
あ
り
ま

す
。

　

そ
こ
で
、
１
日
野
菜
３
５
０
ｇ
を

と
る
目
安
と
し
て
、
『
野
菜
料
理
５

皿
分
』
を
食
べ
る
こ
と
を
お
す
す
め

し
ま
す
。
お
ひ
た
し
や
サ
ラ
ダ
な
ど

小
さ
な
器
に
入
っ
て
い
る
も
の
を
１

皿
と
し
、
野
菜
炒
め
や
煮
物
な
ど
大

き
な
お
皿
の
も
の
は
２
皿
と
し
て
数

え
ま
す
。
１
回
の
食
事
で
１
〜
２

皿
、
１
日
で
５
皿
を
め
ざ
し
て
野
菜

料
理
を
食
べ
る
と
良
い
で
し
ょ
う
。

使用している主な
愛南産農水産物

カブは、短時間加熱するだけで柔らかくなり、
ほのかな甘みを持つ野菜です。淡色野菜である
白い部分には、ビタミンCや消化酵素のジアス
ターゼが豊富に含まれており、葉の部分は緑黄
色野菜として食べることができます。

カブ

栄養価（１人分）
エネルギー　 350㎉
たんぱく質　 19.6ｇ
脂質　　　   24.1ｇ

　

生
活
習
慣
病
を
防
ぎ
、
バ
ラ
ン
ス

の
良
い
食
事
に
な
る
よ
う
「
１
日
野

菜
３
５
０
ｇ
」
を
実
践
し
て
み
て
く

だ
さ
い
。
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12
月
の
犬
・
ね
こ
の
引
取
日

は
、次
の
と
お
り
で
す

◆
環
境
衛
生
課
か
ら

付
加
年
金
を
ご
存
知
で
す
か

◆
町
民
課
か
ら

グ
リ
ー
ン
・
ツ
ー
リ
ズ
ム

「
柑
橘
収
穫
体
験
」参
加
者
を

募
集
し
ま
す

◆
農
業
支
援
セ
ン
タ
ー
か
ら

　

５
日
・
12
日
・
19
日

　

水
曜
日
の
８
時
30
分
〜
10
時

1
月
の
引
取
日
は
、

　

９
日
・
16
日
・
23
日

　

水
曜
日
の
８
時
30
分
〜
10
時

　

引
取
り
に
つ
い
て
は
、
決
め
ら

れ
た
時
間
内
に
、
認
め
印
を
持
っ
て

環
境
衛
生
課
又
は
各
支
所
ま
で
連

れ
て
来
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
飼
い

犬
・
飼
い
ね
こ
の
場
合
は
、
有
料（
愛

媛
県
収
入
証
紙
が
必
要
）で
す
の
で

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

問
合
せ

　

環
境
衛
生
課（
℡
７
２
―

７
３
１
６
）

　

老
齢
基
礎
年
金
を
増
や
し
た
い
方

に
は
、
「
付
加
年
金
」
と
い
う
制
度

が
あ
り
ま
す
。

　

付
加
年
金
を
受
け
る
た
め
に
は
、

通
常
の
保
険
料（
平
成
24
年
度
月
額

１
４
，９
８
０
円
）と
と
も
に
、
月
額

４
０
０
円
の
付
加
保
険
料
を
納
め
る

こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

付
加
年
金
の
年
金
額
は
、「
２
０
０

円
×
付
加
保
険
料
を
納
め
た
月
数
」

の
式
で
計
算
さ
れ
ま
す
。
例
え
ば
、

付
加
保
険
料
を
５
年
間
（
60
か
月
）

納
め
た
時
の
総
付
加
保
険
料
額
の

２
４
，０
０
０
円（
４
０
０
円
×
60
か

月
）に
対
し
、
65
歳
か
ら
老
齢
基
礎

年
金
と
い
っ
し
ょ
に
支
給
さ
れ
る

付
加
年
金
の
年
金
額
は
年
額
１
２
，

０
０
０
円（
２
０
０
円
×
60
か
月
）と

な
り
ま
す
。

　

つ
ま
り
、
２
年
間
で
元
金
が
返
っ

て
く
る
わ
け
で
す
。
こ
れ
は
、
付
加

保
険
料
を
10
年
納
め
た
方
、
40
年
納

め
た
方
に
つ
い
て
も
同
じ
こ
と
が
い

え
ま
す
。

　

た
だ
し
、
付
加
年
金
に
は
、
物
価

の
上
下
に
対
応
し
た
「
物
価
ス
ラ
イ

ド
制
度
」
な
ど
は
あ
り
ま
せ
ん
。
一

方
、
付
加
年
金
は
老
齢
基
礎
年
金
と

一
緒
に
支
給
さ
れ
る
た
め
、
繰
上
げ

支
給
又
は
繰
下
げ
支
給
を
し
た
と
き

に
は
、
本
体
の
老
齢
基
礎
年
金
と
同

じ
割
合
で
減
額
又
は
増
額
さ
れ
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。

　

付
加
保
険
料
を
納
め
る
こ
と
が
で

き
る
方
は

①
自
営
業
者
な
ど
の
国
民
年
金
の
第

１
号
被
保
険
者
の
方
に
限
ら
れ
ま

す
。

②
60
歳
以
上
65
歳
未
満
の
方
な
ど
、

国
民
年
金
の
任
意
加
入
者
の
方
も
付

加
保
険
料
を
納
め
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

③
半
額
免
除
な
ど
の
一
部
免
除
を
含

め
、
保
険
料
を
免
除
さ
れ
て
い
る

方
は
付
加
保
険
料
を
納
め
ら
れ
ま
せ

ん
。

④
国
民
年
金
基
金
の
加
入
員
に
な
っ

た
方
は
付
加
保
険
料
を
納
め
ら
れ
ま

せ
ん
。

　

ま
た
、
付
加
保
険
料
は
、
納
付
期

限
を
過
ぎ
る
と
納
め
ら
れ
ま
せ
ん
。

口
座
振
替
や
割
安
に
な
る
前
納
制
度

今
月
の
社
会
保
険
・

　
　
　
　

年
金
一
日
相
談

 

○
12
月
18
日（
火
）

　

 

10
時
〜
15
時
30
分

　

 

（
城
辺
商
工
会
館
２
階
）

も
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
付
加
保
険
料
を
納
付
し
て

い
る
方
は
、
い
つ
で
も
申
し
出
て
、

そ
の
納
付
を
や
め
る
こ
と
が
で
き
ま

す
が
、
そ
の
場
合
で
も
掛
け
捨
て
に

な
り
ま
せ
ん
。

問
合
せ

　

宇
和
島
年
金
事
務
所

　

（
℡
０
８
９
５
―

２
２
―

５
４
４
０
）

　

町
民
課（
℡
７
２
―

７
３
０
０
）

　

ご
家
族
・
ご

友
人
な
ど
お

誘
い
合
わ
せ
の

上
、
ぜ
ひ
ご
参

加
く
だ
さ
い
。

日
時　

12
月
15
日（
土
）10
時
〜

　
　
　

（
雨
天
中
止
）

場
所　

御
荘
菊
川 

定
員　

10
名（
先
着
順
）

参
加
費　

１
人 

１
，０
０
０
円

申
込
み
・
問
合
せ　

農
業
支
援
セ
ン

タ
ー（
℡
７
２
―

７
３
１
１
）
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来
年
４
月
か
ら
の
敷
地
内
全

面
禁
煙
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

◆
県
立
南
宇
和
病
院
か
ら

第
２
回
糖
尿
病
教
室
の
お
知
ら
せ

医
療
費
未
収
金
納
付
の
お
願
い

◆

◆

◆

★目の前のことをプラスに受け、子どもの意欲を引き出す
　子どもは親に喜んでもらいたいのですが、いつも否
定され、何を言っても受け入れてもらえず、はじき飛
ばされては、どんどん意欲をなくして子どもの生きる
力が奪われ、やる気をなくします。
　子どもが「先生きらい」と言ったとき、お母さん
が「あの先生好きよ」と言うと、子どもの心は親の心
をコピーしますので、プラスに変わります。しかし、
一緒になって「お母さんもあの先生きらいよ」と言う
と、今度は勉強にまで影響します。
　子どもが一日の出来事を訴えるとき、マイナスを訴
えてもプラスにスイッチを切り替えてやれば、子ども
はやる気が出て生きる力がついてきます。
　子どもが訴えたとき、親がムッとしたままでは心が
淋しくなります。
　「今日、先生にほめられた」と伝えてくれば、「良

かったネ、お母さんも嬉しい
な」と言うと子どもの心の中
に持っている不思議な力が出
てきます。
　親にほめられ認められる事
が、人間形成の最高の宝とな
るのです。(内田玲子)

内田玲子の「家庭の教育力」 ⑪
　

南
宇
和
病
院
で
は
、
こ
れ
ま
で
病

院
建
物
外
に
喫
煙
場
所
を
設
置
し
、

分
煙
方
式
に
よ
る
建
物
内
禁
煙
対
策

を
推
進
し
て
き
ま
し
た
が
、
病
院
出

入
口
付
近
で
の
受
動
喫
煙（
間
接
喫

煙
）に
よ
る
周
囲
の
人
々
に
与
え
る

さ
ん
等
に
つ
い
て
は
、
医
療
費
負
担

の
公
平
性
を
確
保
す
る
た
め
に
、
未

収
金
の
回
収
業
務
を
弁
護
士
に
委
託

し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
「
高
額
医
療
費
の
貸
付
」
、

「
限
度
額
適
用
認
定
証
」
な
ど
の
各

種
扶
助
制
度
や
平
日
診
療
時
に
持
ち

合
わ
せ
が
な
い
場
合
の
ク
レ
ジ
ッ
ト

カ
ー
ド
で
の
支
払
い
等
の
方
法
も
あ

り
ま
す
の
で
、
会
計
窓
口
で
お
気
軽

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

24
時
間
体
制
で
地
域
医
療
を
担
っ

て
い
る
当
院
で
す
が
、
赤
字
経
営
の

原
因
と
な
る
医
療
未
収
金
に
つ
い
て

少
し
で
も
金
額
が
減
少
す
る
よ
う
に

支
払
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
と
と
も

に
、
地
域
の
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
合
せ　

県
立
南
宇
和
病
院

（
℡
７
２
―

１
２
３
１
）

健
康
被
害

な
ど
を
考

慮
し
、
来

年
４
月
か

ら
病
院
敷

地
内
を
全

面
禁
煙
に

す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

職
員
は
も
と
よ
り
、
患
者
様
や
そ

の
ご
家
族
、
お
見
舞
い
の
方
な
ど
病

院
に
出
入
り
さ
れ
る
す
べ
て
の
方
々

に
禁
煙
を
お
願
い
す
る
こ
と
に
な
り

ま
す
が
、
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力

を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

現
在
南
宇
和
病
院
で
は
、
時
間
外

救
急
診
療
に
関
す
る
医
療
費
の
未
収

金
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

今
年
４
月
か
ら
常
勤
医
師
が
大
幅

な
定
員
割
れ
と
な
る
８
名
と
な
っ
て

お
り
、
時
間
外
救
急
に
つ
い
て
は
、
他

の
県
立
病
院
、愛
媛
大
学
医
学
部
や
地

元
開
業
医
の
先
生
方
の
支
援
、
さ
ら

に
は
７
月
か
ら
医
師
会
の
先
生
方
に

よ
る
急
患
コ
ー
ナ
ー
を
開
設
す
る
な

ど
厳
し
い
状
況
が
続
い
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
の
な
か
、
診
療

の
対
価
と
し
て
の
医
療
費
に
つ
い

て
、
電
話
や
文
書
に
よ
る
督
促
を
続

け
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
「
病
院

に
行
く
の
が
面
倒
く
さ
い
」、
「
私
一

人
が
払
わ
な
く
て
も
」
と
い
っ
た
身

勝
手
な
理
由
で
お
支
払
い
い
た
だ
け

な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
悪
質
と
認
め
ら
れ
る

も
の
、
一
定
期
間
連
絡
が
な
い
患
者

日
時　

12
月
20
日（
木
）

　
　
　

13
時
30
分
〜
14
時
45
分

内
容　

◆
糖
尿
病
と
腎
臓
病
の
関

係
◆
ス
ト
レ
ッ
チ
◆
肥
満
と
糖
尿

病
◆
糖
尿
病
の
検
査
に
つ
い
て
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身
に
覚
え
の
な
い
請
求
が
…

◆
商
工
観
光
課
か
ら

　少し前にこんな言葉をもらった。「いつも笑顔でいる人は心の強い人」｜｜あたしは“い

つも笑ってるね”ってよく言われる。じゃ、あたしは強いのか？というと、実はそうでも

なくて、どっちかというと“弱い”に入るんじゃないかなぁ…と、思う。やから、笑うよ

うにしてる。笑ったらチカラが湧いてきて、目の前の壁も乗り越えられそうな気がする。

無理矢理でも笑ってみたら「なんや、まだ笑えるやん、あたし」って、前を向ける。やか

ら、あたしの座右の銘は“笑う門には福来る”。負けそうになったら笑うんや。諦めそうに

なったら笑うんや。逃げそうになったら笑うんや。波だって押しては返す。

　太陽だって沈んでは昇る。月だって欠けては満ちて。息だって吸っては吐いて。季節

だってめぐりめぐる。花だってまた蕾を。夜のあとに

はかならず朝が。きっとこれからも山あり谷あり。そ

れでも笑って越えてくよ。“笑う門には福来る”。この

言葉が大好きや。

(テノヒラkiku)

－あいなん音故地新－

Kikuさんのプロフィール
　アコースティックバンド「テノヒラ」の

ボーカルとして、東京を拠点に全国で活躍

中。城辺小～城辺中～南宇和高校出身

　～心の強い人～

■
架
空
請
求
に
つ
い
て

　

架
空
請
求
と
は
、
メ
ー
ル
や
封
書

な
ど
で
「
料
金
の
未
納
が
あ
る
」
な

ど
と
偽
っ
て
、
突
然
、
身
に
覚
え
の

な
い
料
金
を
請
求
さ
れ
る
も
の
で

す
。
パ
ソ
コ
ン
や
携
帯
電
話
で
は
無

料
サ
イ
ト
と
思
っ
て
ク
リ
ッ
ク
し
た

ら
、
い
き
な
り
ア
ダ
ル
ト
サ
イ
ト
に

つ
な
が
り
「
登
録
完
了
」
と
表
示
さ

れ
た
り
、
全
く
身
に
覚
え
の
な
い
料

金
を
請
求
さ
れ
た
り
し
ま
す
。

■
最
近
の
被
害
に
つ
い
て

　

最
近
で
は
、
「
児
童
や
女
性
の
擁

護
活
動
を
し
て
い
る
な
ど
と
名
乗
る

団
体
か
ら
『
違
法
わ
い
せ
つ
Ｄ
Ｖ
Ｄ

を
購
入
し
た
あ
な
た
を
告
発
す
る
。

告
発
を
取
り
下
げ
た
い
な
ら
連
絡
す

る
よ
う
に
』
と
い
う
封
書
が
届
い
た

が
、
ど
う
対
処
す
れ
ば
い
い
か
」
と

い
う
相
談
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

「
告
発
す
る
」
と
消
費
者
の
不
安

を
あ
お
り
、
告
発
を
取
り
下
げ
る
た

め
に
消
費
者
か
ら
連
絡
を
さ
せ
る
よ

う
な
内
容
で
、
金
銭
の
支
払
い
を
要

求
す
る
架
空
請
求
と
考
え
ら
れ
ま

す
。
架
空
請
求
の
手
口
は
、
日
々
多

様
化
・
巧
妙
化
し
て
お
り
注
意
が
必

要
で
す
。

■
被
害
に
遭
わ
な
い
た
め
に

◆
請
求
内
容
に
驚
き
、
慌
て
て
業
者

へ
連
絡
す
る
こ
と
は
個
人
情
報
を
知

ら
せ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
、
絶

対
に
や
め
ま
し
ょ
う
。

◆
一
度
支
払
っ
て
し
ま
う
と
取
り
戻

す
こ
と
は
困
難
で
す
。
相
手
に
連
絡

を
取
っ
て
し
ま
い
、
相
手
か
ら
金
銭

の
要
求
を
さ
れ
て
も
、
絶
対
に
支
払

わ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

※
一
方
的
に
商
品
を
送
り
つ
け
ら
れ

た
場
合
は
代
金
の
支
払
義
務
は
な

く
、受
け
取
る
必
要
も
あ
り
ま
せ
ん
。

◆
架
空
請
求
で
は
、
様
々
な
名
目
で

請
求
を
し
て
き
ま
す
。
全
く
身
に
覚

え
の
な
い
も
の
で
あ
れ
ば
、
き
っ
ぱ

り
と
断
わ
り
ま
し
ょ
う
。

◆
不
安
に
感
じ
た
り
、
対
処
法
に

困
っ
た
と
き
は
、
最
寄
り
の
消
費
生

活
相
談
窓
口
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。        

【
消
費
生
活
に
関
す
る
相
談
窓
口
】

　

愛
南
町
消
費
生
活
相
談
窓
口

（
℡
７
２
―

１
４
０
５
）

　

愛
媛
県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

（
℡
０
８
９
―

９
２
５
―

３
７
０
０
）
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蛍光管は電気店又は環境衛生センターへ

１２、１月の新聞・雑誌・ダンボール等、収集日のお知らせ

 

税
務
課
等
か
ら

12
月
納
税
等
の
お
知
ら
せ

１２・１月行事予定表

第１日曜日   2日 県立南宇和病院 城 辺 甲 ☎72-1231

第２日曜日   9日 福浦診療所 福　　浦 ☎83-0510

第３日曜日 16日 福岡内科外科医院 一 本 松 ☎84-3600

天皇誕生日 23日 県立南宇和病院 城 辺 甲 ☎72-1231

振 替 休 日 24日 粉川ファミリークリニック 城 辺 甲 ☎72-2111

第５日曜日 30日 県立南宇和病院 城 辺 甲 ☎72-1231

大　晦　日 31日 県立南宇和病院 城 辺 甲 ☎72-1231
備考１．診療時間は午前９時から午後４時まで。
　　２．診療科目は内科系の救急患者とします。

日曜日・祝祭日 県立南宇和病院 城 辺 甲 ☎72-1231

12月の当直医
一　般　内　科

救　急　担　当

固

定

資

産

税

3期分/

4期分

国

民

健

康

保

険

税

7期分/

10期分

介

護

保

険

料

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料

6期分/

9期分

保

育

所

保

育

料

月末

下

水

道

使

用

料

町
税
を
滞
納
し
て
い
る
方
に
は
、
ま
ず
督
促
状

に
よ
っ
て
納
税
を
促
し
て
い
ま
す
。
町
税
を
滞

納
さ
れ
ま
す
と
、
本
来
、
納
め
る
べ
き
税
額
の
ほ
か

に
延
滞
金
が
か
か
り
ま
す
。

❶
町
税
等
、
住
宅
使
用
料
、
住
宅
共
益
費
、
駐
車

場
使
用
料
は
、
毎
月
、
当
月
分
が
月
末
に
振
替

と
な
り
ま
す
。

❷
上
水
道
使
用
料
・
簡
易
水
道
使
用
料
の
振
替

日
は
毎
月
21
日
、
再
振
替
日
は
翌
月
の
10
日

で
す
。

※
該
当
日
が
休
日
の
場
合
は
、翌
日
と
な
り
ま
す
。

城　辺

中
玉
バ
ス
停
跡
、
旧
深
浦
漁
協
冷
蔵
庫
前
、
久
良
ふ
る
さ
と
セ
ン
タ
ー
・
深
浦

公
民
館
、
小
屋
ノ
浦
・
古
月
・
鯆
越
・
脇
本
各
集
会
所

12/27

1/31

僧
都
ふ
れ
あ
い
交
流
館
、
緑
基
幹
集
落
セ
ン
タ
ー
、
三
島
団
地
、
愛
南
町
役

場
、
山
出
・
太
場
・
豊
田
・
長
野
各
集
会
所
、
中
ノ
谷
・
鼻
共
同
住
宅
横

12/25

1/29

城
の
辺
学
習
館
、
東
海
公
民
館
、
矢
の
町
・
松
本
・
蓮
乗
寺
・
敦
盛
各
集
会

所

12/21

1/25

西　海

中
泊
埋
立
駐
車
場
、
西
海
支
所
、
西
海
保
健
セ
ン
タ
ー
、
外
泊
・
内
泊
・
船
越
・

小
浦
・
弓
立
・
越
田
各
集
会
所

12/19

1/23

武
者
泊
消
防
車
庫
前
、
麦
ケ
浦
バ
ス
停
裏
、
福
浦
駐
在
所
手
前
、
樽
見
小
学
校

跡
、
大
成
川
・
小
成
川
・
下
久
家
・
久
家
各
集
会
所

12/17

1/21

一本松

内
尾
串
駐
輪
場
、
上
大
道
公
民
館
、
広
見
・
中
川
各
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
、
一
本
松
・
満
倉
・
小
山
本
村
・
正
木
各
集
会
所

12/13

1/17

内海

大
敷
貞
芳
作
業
所
、
荒
樫
、
魚
神
山
亀
井
作
業
場
、
油
袋
漁
民
セ
ン
タ
ー
、

旧
川
村
光
男
作
業
場
、
兵
頭
郁
生
さ
ん
宅
前
、
旧
内
海
支
所
、
魚
神
山
船
越
・

平
碆
・
柏
崎
各
集
会
所

12/11

1/15

御　荘

馬
場
消
防
詰
所
横
、
和
口
町
営
住
宅
駐
車
場
、
和
口
第
二
・
馬
瀬
・
深
泥
・
寺

新
町
各
集
会
所
、
節
崎
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

12/7

1/11

御
荘
菊
川
農
村
研
修
セ
ン
タ
ー
、
御
荘
文
化
セ
ン
タ
ー
、
平
山
・
長
洲
・
長
崎
・

貝
塚
・
八
幡
野
各
集
会
所

12/5

1/9

中
浦
漁
村
振
興
セ
ン
タ
ー
、
御
荘
中
学
校
前
、
赤
水
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
、

長
月
公
民
館
、
猿
鳴
・
左
右
水
・
尻
貝
・
高
畑
各
集
会
所

12/3

1/7

日 曜 時　間 行事名 場　所

１2月

1 土 14：00～17：00 愛南町PTA大会
御荘文化

センター

2 日 8：50～17：00
第14回 
フレンドリーカップ

ソフトバレー大会

一本松交流
促進センター・ 
一本松体育館

3 月 9：00～16：00 消費生活相談員相談日 役場本庁

9 日

9：00～16：00
第8回 愛南町
スポーツ少年大会

サッカー競技

南レク城辺
多目的広場ほか

9：00～15：00 篠南文化祭
篠山小学校
体育館ほか

12 水 13：00～15：00 行政相談 城の辺学習館ほか

15 土

13：30～15：30 防災フォーラム
御荘文化

センター

13：30～15：00 第3回 生涯学習講座
御荘文化

センター

16 日
8：30～15：00
（スタート10：00）

第63回 
愛媛駅伝競走
（一本松～宇和島大会）

開会式8：30 
一本松交流
促進センター

17 月 9：00～16：00 消費生活相談員相談日 役場本庁

１月

3 木 13：00～16：30 愛南町成人式
御荘文化

センター

6 日 8：30～17：00
第44回 

深浦少年剣道大会
旧深浦小学校体育館
（あいなん幼稚園体育館）

7 月 9：00～16：00 消費生活相談員相談日 役場本庁

9 水 13：00～15：00 行政相談
城の辺
学習館ほか

13 日

9：00～16：00
第8回 
愛南町女子6人制
バレーボール交流大会

一本松交流
促進センター

8：30～16：00
第15回 
南宇和サッカー協会杯

少年サッカー大会

南レク城辺
多目的広場

10：00～14：00
第3回 
愛南町食育推進大会

御荘文化
センター

20 日

9：30～15：00
第3回 うまいもん市

in あいなん
南レクロッジ
駐車場周辺

14：00～15：40 愛南町親子映画会
御荘文化

センター

27 日 9：30～11：40
平成25年

愛南町消防出初式
南レク城辺
多目的広場

28 月 9：00～16：00 消費生活相談員相談日 役場本庁

愛いっぱい愛南産直市
１２月４日（火）～１２月１０日（月）
時間　10：00～19：00　　場所　松山三越


